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道志村頼朝伝説のなかに室久保川的様を
標的に武道訓練を行ったと伝えられてい
る。五穀豊穣と雨乞いの神様として石祠を
立て、この地の鎮守を祀り毎年 4 月 8 日を
祭日と定め里人集い祭礼が行われている。

的様道志村
頼朝伝説

道志村頼朝伝説のなかに室久保川的様を
標的に武道訓練を行ったと伝えられてい
る。五穀豊穣と雨乞いの神様として石祠を
立て、この地の鎮守を祀り毎年 4 月 8 日を
祭日と定め里人集い祭礼が行われている。

頼朝伝説頼朝伝説
文治3（1183）年、鎌倉
幕府将軍源頼朝公が富
士に巻き狩りの途中道志
村に立ち寄り武道の鍛錬
を行う。これが道志村頼
朝伝説の始まりです。
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令和 3 年度 特別会計決算　
会　　計　　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額

国民健康保険 2 億 7,131 万円 2億 6,426 万円

国民健康保険診療所 １億 1,497 万円 	1 億 1,497 万円

簡易水道事業 9,296 万円 	9,276 万円

介護保険 2 億	1,378 万円 1億	9,915 万円

介護サービス事業 68 万円 68万円

浄化槽事業 １億 1,313 万円 １億 1,303 万円

後期高齢者医療 4,604 万円 	4,604 万円

合　計  8 億 5,290 万円 8 億 3,091 万円

令和 3 年度 令和２年度

議会費 3,396 万円 3,714 万円

総務費 4 億 5,751 万円 6 億 5,931 万円

民生費 2 億 7,718 万円 	2 億 8,612万円

衛生費 1 億 4,817 万円 1 億	4,133 万円

農林水産業・商工費 2 億 169 万円 2 億 2,179 万円

土木費 2 億 95 万円 1 億 8,220 万円

災害復旧費 5,617 万円 	1 億 630万円

教育費 1 億 6,495 万円 1 億 9,569 万円

公債費 3 億 8,595 万円 4 億 70万円

諸支出金 3 億 9,016 万円 1 億 2,359 万円

一
般
会
計　
お
も
な
目
的
別
歳
出

令
和
３
年
度
決
算
認
定

総
額
33
億
９
、７
１
０
万
円

令和 3 年度 一般会計決算　
歳入（入ってくるお金）　 25 億 4,420 万円

歳出（どう使われたか）　 24 億 2,029 万円

　歳入歳出差引（残ったお金）　 1 億 2,391 万円

（単位：千円以下切捨て）

（単位：千円以下切捨て）

決算
認定
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議会費
3,396万円
2%

災害復旧費
5,617 万円
2%

歳出
一般会計

24億2,029万円

総務費
4億 5,751万円
19%

民生費
2億 7,718万円
12%

衛生費
1億4,817万円
6%

農林水産業
・商工費
2億169万円
8%

土木費
2億 95万円
8%

教育費
1億6,495万円
7%

公債費
3億 8,595万円
16%

諸支出金
3億 9,016万円
16%

①村税 1億 9,107 万円
②使用料等 2,989 万円
③寄付金等 2億 681万円
④繰越金 1億 4,891 万円
⑤諸収入 857万円
⑥譲与税等 6,982 万円
⑦地方交付税 13億 4,865 万円
⑧国県支出金 2億 7,260 万円
⑨村債 2億 918万円
⑩繰入金 5,869 万円

歳入
一般会計

25億4,420万円

①
③

②

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

実
質
公
債
費
率
は
９
・

８
％
と
な
っ
て
お
り
、
早

期
健
全
化
基
準
の
25
％

を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
健
全
な
運

営
と
認
め
る
。
た
だ
し
、

前
年
度
か
ら
０
・
４
％
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
、
上
昇
傾

向
で
あ
る
た
め
財
政
状

況
に
十
分
留
意
し
、
財
政

的
な
推
移
を
見
守
る
必

要
が
あ
る
。

監査報告

その他
1億 360万円
4%
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令
和
３
年
度
決
算
認
定
審
議
と

令
和
４
年
度
補
正
予
算
審
議
等

［
会
期
］
９
月
６
日
〜
16
日

●
報
告
（
３
件
）

●
条
例
（
１
件
）

●
補
正
予
算
（
５
件
）

●
令
和
3
年
度
決
算
認
定（
９
件
）

●
請
願
（
1
件
）　

●
発
議 （
1
件
）

●
同
意 （
1
件
）

●
追
加
案
件 （
2
件
）

●報告

・令和3年度決算に基づく道志村健全化判断比率及び資金不足
比率について（他2件）

●条例の改正 1件を可決

・人と自然が輝く水源の郷づくり道志村応援寄附金条例の一
部を改正する条例

 

●同意

・	道志村教育委員会委員の任命についての同意
　（佐藤健太郎さん）

９月
定例会

おもな審議事項

●令和 4 年度道志村一般会計補正予算（第 3 回）を可決

地方交付税		 	4,201 万円
国庫支出金		 △ 2,492 万円
県支出金	 519 万円
繰入金		 410 万円
繰越金		 3,566 万円

おもな
財源
（補正分）

総務費（サテライトオフィス誘致設計管理の見直し他）	
△ 5,695 万円

農林水産業費（林業振興費他）	 	1,297 万円
土木費（公有財産購入費他）	 	843 万円
商工費（観光施設等維持管理事業他）	 	320万円
諸支出金（公共施設整備等事業基金費他）	 	

8,063万円

おもな
使いみち
（補正分）
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・
道
志
村
民
生
活
応
援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
を
可
決

・
各
種
証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
事
業
可
決　
　
　
　
　
　

・
学
校
給
食
無
償
化
事
業
他
３
件
を
可
決

［
会
期
］
７
月
26
日

●
令
和
４
年
度
道
志
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
５
件
）

臨
時
特
別
給
付
金
事
業
の
目
的
は

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
が
長
期
化
す
る

中
で
様
々
な
困
難
に
直

面
し
て
い
る
全
村
民
に

対
し
、
速
や
か
に
生
活
・

暮
ら
し
の
支
援
を
行
う

事
を
目
的
に
給
付
す
る
。

Ａ

臨時会

第４回
臨時会

議案等
の質疑

おもな審議事項

●令和 4 年度道志村一般会計補正予算（第４回）を可決

国庫支出金	 6,600 万円おもな
財源
（補正分）

道志村民生活応援臨時特別給付金事業
4,743 万円

各種証明書等コンビニ交付導入事業他４件	 	
1,857 万円

おもな
使いみち
（補正分）
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Ｑ
週
末
別
荘
に
つ
い
て

道
志
不
動
産
で
の
貸
別
荘
は
営
利
目

的
だ
と
思
う
が
﹁
道
志
村
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
で
は
、
登
録
物
件
の
営
利

を
目
的
と
し
た
利
用
は
対
象
外
﹂
と

あ
る
が
、
週
末
別
荘
は
営
利
が
目
的

で
は
な
い
か
。

A
（
村
長
）
道
志
不
動
産
が
営
ん
で

い
る
貸
別
荘
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

か
ら
取
得
し
た
物
件
で
は
な
く
、
村

で
も
自
ら
の
営
み
で
あ
る
不
動
産
業

と
村
か
ら
委
託
し
た
移
住
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
は
、
し
っ
か
り
分
け
て
業
務

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
高
齢
者
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

75
歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
な
事
業
の
実
施
は
。

A
（
村
長
）社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
独

居
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
、
日
中
独

居
高
齢
者
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
医

科
歯
科
診
療
所
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
週

２
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
も
今
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
面

の
間
は
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
役
場
の
管
理
職
会
議
で
﹁
村
と

契
約
し
て
い
る
土
地
の
賃
貸
借
に
つ

い
て
は
、
請
負
に
該
当
し
な
い
と
し

て
き
た
村
の
方
針
の
確
認
﹂
を
し
た

と
回
答
が
あ
っ
た
が
そ
の
根
拠
は
。

A
（
村
長
）
議
員
の
資
格
審
査
特
別

委
員
会
で
審
議
さ
れ
て
い
た
土
地
の

契
約
は
、
立
法
趣
旨
に
反
す
る
お
そ

れ
が
な
い
も
の
と
し
、
請
負
に
該
当

し
な
い
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
の
規
定

は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
が
、
当
該
地
方
公
共
団
体
と
の

間
に
お
い
て
特
定
の
利
害
関
係
に
た

つ
こ
と
を
禁
止
し
、
議
会
運
営
の
公

正
と
事
務
執
行
の
適
正
を
保
障
し
よ

う
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
請
負
に

該
当
し
な
い
と
解
釈
し
、
そ
の
事
を

管
理
職
会
議
で
も
確
認
し
て
い
ま

す
。

土
地
賃
貸
借
契
約
は
議
員
の

兼
業
禁
止
に
当
た
る

村
長

土
地
契
約
は
請
負
に
該
当
せ
ず

池谷 銀重 議員

貸別荘

一般
質問
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祉
」、「
子
育
て・婚
活・移
住
」、「
産

業
」、「
行
政
」
の
項
目
で
、
着
実
に

公
約
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
6
月
17
日
の
庁
舎
建
設
推
進
委

員
会
か
ら
の
意
見
の
反
映
は
。

A
（
村
長
）
委
員
の
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
は
、
庁
内
検
討
会
に
お
い
て

再
度
内
容
を
精
査
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
村
民
へ
の
庁
舎
建
設
進
捗
状
況
の

周
知
が
さ
れ
て
い
な
い
が
な
ぜ
か
。

A
（
村
長
）
広
報
ど
う
し
令
和
４

年
１
月
号
に
、
敷
地
造
成
計
画
や
建

物
配
置
計
画
を
掲
載
、
９
月
号
で
、

間
取
り
や
外
観
イ
メ
ー
ジ
を
掲
載
。

今
後
も
、
必
要
に
応
じ
て
広
報
な
ど

で
告
知
し
ま
す
。

Ｑ
昨
年
7
月
の
村
長
選
挙
公
約
の

進
捗
状
況
は
。

A
（
村
長
）「
安
心
・
安
全
で
豊
か

な
村
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
公

約
し
、
な
か
で
も
、
交
通
網
の
整
備

に
よ
る
地
域
の
強
靭
化
対
策
を
重
点

事
項
と
し
て
村
民
の
皆
様
に
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
3
期
目
就
任
以
降

も
、
県
と
協
力
し
な
が
ら
公
約
の
実

現
に
取
り
組
み
、
月
夜
野
・
野
原
ト

ン
ネ
ル
は
、
本
年
度
の
着
工
を
予
定

し
、
県
道
都
留
・
道
志
線
の
防
災
ト

ン
ネ
ル
を
含
む
バ
イ
パ
ス
は
、
予
備

設
計
を
進
め
て
お
り
、
事
業
化
を
目

指
す
と
こ
ろ
ま
で
き
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
４
１
３
号
の
危
険
個

所
の
対
策
工
事
は
、
県
へ
の
要
望
が

実
現
し
、
昨
年
７
月
20
日
よ
り
、
雨

量
に
よ
る
通
行
規
制
が
解
除
さ
れ
る

な
ど
、
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
教
育
」、「
医
療
・
福

Ｑ
建
物
の
入
札
に
つ
い
て

庁
舎
建
設
工
事
は
、
令
和
4
年
8
月
10

日
に
道
志
村
公
告
第
6
号
で
一
般
競

争
入
札
が
公
告
さ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
建
築
主
体
工
事
、昇
降
機
設
備
工
事
、

電
気
設
備
工
事
、
機
械
設
備
工
事
で

す
が
、
分
離
発
注
し
な
い
理
由
は
。

A
（
村
長
）
分
離
発
注
も
含
め
て
検

討
し
ま
し
た
が
、比
較
検
討
の
結
果
、

大
き
な
金
額
の
差
が
生
じ
た
た
め
一

括
発
注
と
し
ま
し
た
。

３
期
目
選
挙
公
約
進
捗
状
況
は

村
長

国
道
４
１
３
号
雨
量
規
制
解
除
を
実
現

佐藤 光栄 議員

一般質問全文は議会ホームページまたは議会事務局でご覧いただけます。

完成予想図
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を
自
ら
行
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

が
地
方
自
治
法
第
92
条
の
2
の
規

定
に
該
当
す
る
か
の
検
討
。

　
地
方
自
治
法
第
92
条
の
2
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
あ

た
っ
て
は
、
佐
藤
喜
章
議
員
か
ら

の
答
弁
書
、本
人
へ
の
聞
き
取
り
、

一
級
建
築
士
事
務
所
登
録
通
知
、

建
築
士
事
務
所
登
録
申
請
書
、
請

負
の
実
態
調
査
、
個
人
経
営
で
あ

る
配
偶
者
が
経
営
す
る
一
級
建
築

士
事
務
所
佐
藤
設
計
企
画
室
の
一

従
業
員
で
あ
る
佐
藤
喜
章
議
員
の

影
響
力
の
検
証
。

　
ま
た
、
5
月
24
日
審
議
中
に
お

い
て
、
役
場
と
の
土
地
の
賃
貸
借

契
約
の
存
在
が
明
白
に
な
り
、
こ

の
こ
と
も
請
負
の
禁
止
に
該
当
の

恐
れ
が
あ
り
審
議
内
容
に
追
加
し

ま
し
た
。
相
続
の
賃
貸
借
契
約
に

地方自治法第 92 条の 2

（議会運営の公正、公平を保障
するとともに、事務執行の適正
を確保することを趣旨とするも
のです。）

地方公共団体の議会の議員は、
当該普通地方公共団体に対し請
負をする者及びその支配人又は
主として同一の行為をする法人
の無限責任社員、取締役、執行
役員若しくは監査役若しくはこ
れらに準ずべき者、支配人及び
清算人たることができない。

資
格
審
査
特
別
委
員
会
報
告

　
令
和
3
年
12
月
8
日
、
佐
藤
光

栄
議
員
、
池
谷
銀
重
議
員
、
佐
藤

徹
議
員
、
佐
藤
進
議
員
の
4
名
か

ら「
資
格
決
定
要
求
書
」が
提
出
。

佐
藤
喜
章
議
員
が
、
地
方
自
治
法

第
92
条
の
2
の
兼
業
の
禁
止
規
定

に
該
当
し
て
い
る
と
し
て
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
1
月
14
日
第
一
回
臨

時
会
に
お
い
て
、
資
格
審
査
特
別

委
員
会
（
委
員
8
名
）
を
設
置
し

付
託
さ
れ
、
1
月
31
日
か
ら
8
月

26
日
ま
で
に
8
回
の
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

審
議
内
容

　
佐
藤
喜
章
議
員
の
配
偶
者
が
経

営
す
る
一
級
建
築
士
事
務
所
佐
藤

設
計
企
画
室
の
業
務
に
専
従
者
と

し
て
携
わ
り
、
道
志
村
と
の
契
約

業
務
に
対
し
て
設
計
や
現
場
確
認

つ
い
て
は
、
令
和
2
年
3
月
31

日
、
令
和
3
年
4
月
1
日
に
再
契

約
、
令
和
2
年
の
賃
貸
借
契
約
は

議
員
に
な
る
前
の
た
め
公
職
選
挙

法
１
０
４
条
に
も
抵
触
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
審
議
。

　

結
果

　
起
立
採
決
を
行
い
、
賛
成
多
数

に
よ
り
議
員
資
格
を
有
し
な
い
事

と
決
定
し
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
８
月
26
日
）

賛
成

反
対

賛
成

佐
藤
光
栄

池
谷
銀
重

佐
藤　
徹

佐
藤　
進

賛
成
山
口　
章

白
井
勝
光

大
田
博
文

４
名

３
名

※
委
員
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

資格審査
特別委員会報告
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設
計
や
現
場
確
認
を
自
ら
行
っ

て
い
た
事
実
は
、
道
志
村
情
報

公
開
条
例
に
基
づ
き
入
手
し
た

資
料
で
確
認
で
き
て
お
り
ま

す
。
ま
た
佐
藤
設
計
企
画
室
を

経
営
す
る
配
偶
者
は
建
築
士
の

資
格
は
無
く
、「
配
偶
者
の
請

負
が
名
目
の
み
で
支
配
力
や
影

響
力
か
ら
見
て
実
質
的
に
当
該

議
員
が
請
け
負
っ
て
い
る
の
と

異
な
ら
な
い
」
事
実
で
あ
り
、

兼
業
禁
止
に
該
当
し
ま
す
。

　
ま
た
佐
藤
喜
章
議
員
の
資
格

審
査
審
議
中
に
発
覚
し
た
道
志

村
と
の
土
地
賃
貸
借
契
約
が
2

件
あ
り
ま
し
た
。

　
議
員
に
な
る
前
の
令
和
2
年

3
月
30
日
の
契
約
は
公
職
選
挙

法
第
１
０
４
条
の
規
定
に
よ
る

　
私
は
、
資
格
な
し
に
賛
成
の

立
場
で
討
論
を
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
村
民
生
活
の
最
低
限

の
ル
ー
ル
は
、
法
を
守
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
議
会
議

員
は
法
律
、
条
例
、
規
則
等
を

守
り
な
が
ら
地
方
自
治
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
も
言

え
る
地
方
自
治
法
に
抵
触
を
し

て
い
る
こ
と
を
村
議
会
が
よ
し

と
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
議
会
と
し
て
、
ま
た
議
員

と
し
て
の
責
任
を
放
棄
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
佐
藤
喜
章
議
員
は
配
偶
者
が

個
人
経
営
す
る
一
級
建
築
士
事

務
所
佐
藤
設
計
企
画
室
の
業
務

に
専
従
者
と
し
て
携
わ
り
、
道

志
村
と
の
契
約
業
務
に
対
し
て

と
「
当
選
の
告
知
を
受
け
た
日

か
ら
5
日
以
内
に
地
方
自
治
法

第
92
条
の
2
に
規
定
す
る
関
係

を
有
し
な
く
な
っ
た
旨
の
届
け

出
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
当

選
を
失
う
。」
と
あ
り
、
喜
章

議
員
は
届
け
出
を
出
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
高
知
県
の
馬
路

村
で
は
議
員
失
職
し
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。

　
議
員
任
期
中
の
令
和
3
年
4

月
1
日
の
契
約
は
、
地
方
自
治

法
第
92
条
の
2
の
兼
業
禁
止
の

規
定
に
抵
触
し
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
村
長
が
道
志
村
で

は
兼
業
禁
止
に
当
た
ら
な
い
と

言
い
ま
し
た
が
、
道
志
村
で
決

め
れ
ば
法
律
を
無
視
し
人
を
殺

し
て
も
許
さ
れ
る
村
な
の
か
？　

そ
ん
な
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
し
っ
か
り
し
た
判
断
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
、
地
方
自
治
法

が
議
員
の
兼
業
を
禁
止
し
た
趣

旨
と
い
う
の
は
、
議
員
の
公
正

な
職
務
の
執
行
を
確
保
し
、
議

会
運
営
の
公
正
を
保
証
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　
村
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会

議
員
と
し
て
の
職
責
を
全
う
す

る
に
は
、
証
拠
書
類
、
法
律
、

判
例
等
し
っ
か
り
調
査
し
良
識

あ
る
判
断
を
、
勇
気
を
持
っ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
あ
と
、
採
決
が
行
わ
れ

ま
す
。
法
律
に
抵
触
し
て
い
る

事
を
よ
し
と
し
た
議
員
は
、
こ

こ
に
い
る
村
長
は
じ
め
役
場
職

員
、
傍
聴
の
皆
様
、
ま
た
村
民

か
ら
「
法
律
を
守
れ
な
い
資
格

な
し
議
員
」
と
判
断
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う

良
識
あ
る
判
断
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
以
上
資
格
な
し
に
賛
成
の
立

場
で
の
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

佐藤 徹 議員

賛
成
討
論

資
格
な
し
に
つ
い
て
の
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旨
の
届
出
を
選
挙
管
理
委
員
会

に
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
当
選

を
失
う
。と
規
定
し
て
い
ま
す
。

提
出
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
佐
藤
喜
章
議

員
は
提
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
高
知
県
馬
路
村
で
は
、
議
員

に
な
る
前
に
村
と
の
土
地
の
賃

貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
た
議

員
が
、
公
職
選
挙
法
１
０
４
条

の
当
選
告
知
後
５
日
以
内
に
こ

の
届
を
提
出
し
て
な
く
、
議
員

資
格
審
査
に
よ
り
資
格
な
し
と

な
り
失
職
し
て
い
ま
す
。
こ
の

判
例
は
、
佐
藤
喜
章
議
員
が
公

職
選
挙
法
１
０
４
条
を
お
こ

た
っ
た
の
と
同
じ
で
す
。

　
２
件
目
は
、
令
和
３
年
４
月

１
日
に
土
地
賃
貸
借
契
約
を
し

　
資
格
審
査
特
別
委
員
会
が
９

回
開
催
さ
れ
、
法
律
や
他
の
市

町
村
で
の
資
格
審
査
の
判
例
等

を
基
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
資
格
審
査
を
行
う
上
で

い
ろ
い
ろ
と
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
佐
藤
喜
章
議
員
は
道
志
村

と
土
地
賃
貸
借
契
約
を
２
件
締

結
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

　
１
件
目
は
、
令
和
２
年
３
月

31
日
に
土
地
賃
貸
借
契
約
を
し

て
お
り
、
そ
の
後
、
令
和
２
年

４
月
27
日
に
議
員
の
当
選
告
知

が
あ
り
ま
し
た
。
公
職
選
挙
法

１
０
４
条
で
当
選
告
知
後
５
日

以
内
に
、
地
方
自
治
法
第
92
条

の
２
又
は
第
１
４
２
条
に
規
定

す
る
関
係
を
有
し
な
く
な
っ
た

て
お
り
、
現
職
議
員
で
の
契
約

で
す
。

　
議
員
の
兼
業
禁
止
が
地
方
自

治
法
第
92
条
の
２
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
員
は
当
該
地
方
公

共
団
体
に
対
し
請
負
を
す
る
者

及
び
そ
の
支
配
人
又
は
主
と
し

て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
の

無
限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
執

行
役
若
し
く
は
監
査
役
若
し
く

は
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支

配
人
及
び
清
算
人
た
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
佐
藤
喜
章
議
員
は
道
志
村

と
の
土
地
賃
貸
借
契
約
を
議
員

の
立
場
で
締
結
し
て
い
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
92
条
の
２

中
の
「
請
負
を
す
る
者
」
と
解

佐藤 進 議員

さ
れ
る
。

　
１
件
目
の
道
志
村
と
の
土
地

賃
貸
借
契
約
は
、
公
職
選
挙
法

１
０
４
条
に
該
当
し
、
２
件
目

の
道
志
村
と
の
土
地
賃
貸
借
契

約
は
、
地
方
自
治
法
第
92
条
の

２
に
該
当
す
る
事
か
ら
、
佐
藤

喜
章
議
員
は
議
会
議
員
の
資
格

な
し
と
判
断
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
議
員
の
皆
様
、
抵

触
し
て
い
た
場
合
、
我
々
は
知

ら
な
い
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

厳
し
く
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
法
律
を
守

れ
な
い
人
は
議
員
の
資
格
は
あ

り
ま
せ
ん
。
採
決
の
前
に
今
一

度
、公
職
選
挙
法
第
１
０
４
条
、

地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
議
会

議
員
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
議

会
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
を
き

ち
ん
と
得
る
た
め
に
、
法
律
、

条
例
等
を
守
り
、
責
任
あ
る
議

員
活
動
を
行
う
と
共
に
、
道
志

村
議
会
と
し
て
恥
じ
な
い
判
断

を
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

資格審査
特別委員会報告

賛
成
討
論

資
格
な
し
に
つ
い
て
の
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山
口　
章
、
白
井
勝
光

杉
本
孝
正
、
大
田
博
文

5/20

関
東
町
村
議
会
議

長
会
・
退
任
役
員

表
彰

　
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
関
東
町
村
議

会
議
長
会
・
退
任
役
員
表
彰
が
行
わ
れ
関
東

地
区
５
県
よ
り
６
名
の
出
席
が
あ
り
山
梨
県

町
村
議
会
議
長
会
よ
り
選
出
の
出
羽
和
平
議

長
が
退
任
役
員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
長
い

間
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

関東町村議会議長会・退任役員表彰

こ
の
採
決
は
地
方
自
治
法
第
１
２
７

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
出
席

議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
者
の
賛
成

を
必
要
と
す
る
。

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
が
無
い
た
め
、

佐
藤
喜
章
議
員
は
議
員
資
格
有
り
と
決
定

本
会
議
で
の

特
別
委
員
会
報
告
に

対
す
る
採
決（令和

４
年
９
月
６
日
）

反
対
４
名

※議長は採決に参加しない

佐
藤
光
栄
、
池
谷
銀
重

佐
藤　
徹
、
佐
藤　
進

賛
成
４
名

議会
活動報告

採
決
の
結
果
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6/30

総
務
文
教

常
任
委
員
会

　
議
会
事
務
局
室
に
お
い
て
、
委
員
4
名
の

出
席
に
よ
り
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
新
し
い
議
会
構
成
と
な
り
、
は
じ
め
て

の
委
員
会
で
す
の
で
、
テ
ー
マ
は
総
務
文
教

１　
村
内
危
険
個
所
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
に
危
険
個
所
、
教
育
委
員

会
に
通
学
路
危
険
個
所
の
資
料
の
提
出

を
要
請
す
る
。

２　
観
光
協
会
に
つ
い
て

委
員
会
と
観
光
協
会
で
今
後
の
支
援
に

つ
い
て
懇
談
会
を
開
催
す
る
。

３　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
災
害
時
の
訓

練
に
つ
い
て

議
員
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
災
害
時

の
訓
練
を
行
う
。

４　
視
察
研
修

　
以
上
の
議
題
を
協
議
い
た
し
ま
し
た
、
今

後
も
村
民
の
皆
様
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

6/24

建
設
厚
生

常
任
委
員
会

　
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
を
午
前
10
時
よ
り

議
会
事
務
局
室
に
お
い
て
委
員
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
新
し
い
議
会
構
成
と
な
り
、

は
じ
め
て
の
委
員
会
で
す
の
で
、
今
後
の
活

動
予
定
を
議
題
に
協
議
し
ま
し
た
。

村内の危険箇所

通学路の危険箇所

常
任
委
員
会
の
「
今
後
の
活
動
」
に
つ
い
て

と
し
ま
し
た
。

１　
通
学
路
の
危
険
個
所
の
確
認
と
対
応
の

検
討

２　
教
育
委
員
会
委
員
さ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ

ん
と
の
意
見
交
換
会
、
懇
談
会
の
実
施

３　
交
通
安
全
対
応
に
つ
い
て
、
交
通
安
全

協
会
や
大
月
警
察
署
と
の
意
見
交
換

４　
教
育
関
係
先
進
地
視
察

な
ど
に
つ
い
て
順
次
実
施
し
、
行
政
に
提
言

を
行
い
、
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議会
活動報告
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7/30

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
周
年
記
念

﹁
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

レ
ガ
シ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
﹂

　
道
の
駅
「
ど
う
し
」
で
オ
リ
パ
ラ
一
周
年

を
記
念
す
る
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
年
前

と
同
じ
コ
ー
ス
を
走
り
、
村
民
有
志
や
観
光

客
が
迎
え
る
中
、
橋
本
聖
子
会
長
の
自
転
車

を
始
め
関
係
者
の
自
転
車
も
次
々
と
到
着
し

１　
読
み
手
の
側
に
立
っ
た
広
報
つ
く
り

２　
見
出
し
、
写
真
（
村
民
の
顔
が
見
え
る

よ
う
な
身
近
な
も
の
）
を
見
れ
ば
わ
か

る
広
報
つ
く
り

３　
村
民
参
加
の
広
報
つ
く
り

　
こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
を
定
め
、
一
目
で

興
味
を
引
く
よ
う
な
表
紙
や
紙
面
つ
く
り
、

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
の
使
い
方
、
若
い
世
代
に

も
積
極
的
に
発
信
す
る
力
を
持
て
る
よ
う
、

ス
マ
ホ
な
ど
の
活
用
方
法
な
ど
の
講
演
で
し

た
。
な
る
ほ
ど
と
思
え
る
よ
う
な
指
摘
が
多

く
あ
り
、
今
後
の
広
報
活
動
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

7/12

広
報
常
任
委
員
会

　
山
梨
県
自
治
会
館
講
堂
で
町
村
議
会
広
報

研
修
会
が
行
わ
れ
、
委
員
４
名
が
参
加
し
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
中
で
す
が
、
し
っ
か
り
し
た
感
染
症
対
策

の
も
と
山
梨
県
内
の
議
会
広
報
関
係
者
と
共

に
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
内
容
は
「
議
会
広
報
の
編
集
・
レ
イ
ア
ウ

ト
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
議
会

の
広
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

研修風景

挨拶する橋本会長

ま
し
た
。

　
式
の
な
か
で
橋
本
会
長
が
「
こ
の
大
会
が

村
の
発
展
や
情
報
の
発
信
に
つ
な
が
る
よ
う

育
て
て
ほ
し
い
又
自
転
車
競
技
の
普
及
の
一

助
と
な
る
よ
う
国
、
県
、
村
で
連
携
し
て
ゆ

き
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
地
点
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、

休
憩
後
道
の
駅
を
後
に
し
ま
し
た
。
こ
の
オ

リ
パ
ラ
大
会
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
ゆ
け

る
の
か
議
会
、
村
と
し
て
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
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人口減少の歯止めになるよう、住宅建設を
含め、さまざまな試みをしています。その
ひとつとして 2 棟目の建設計画も進行し
ています。

6 月定例会以降のおもな活動
6月13日
（月）広報常任委員会

6月17日
（金）広報常任委員会

6月20日
（月）

上野原市議会正副
議長就任挨拶

6月22日
（水）観光協会総会

6月24日
（金）建設厚生常任委員会

6月28日
（火）

山梨県市町村振興協
会理事会

6月30日
（木）

議員資格決定特別委
員会　総務委員会

7月5日
（火）

道志村こども農山漁
村地域協議会

7月8日
（金）

道志村水源基金運
営委員会

7月11日
（月）

山梨県後記高齢者医
療広域連合議会臨
時会

7月12日
（火）

山梨県町村議会広
報研修会

7月20日
（水）関東町村議会議長会

7月26日
（火）

議会運営委員会・臨
時会

7月27日
（水）

山梨県町村議会議
長会

7月30日
（土）

東京 2020オリパラ
1周年記念レガシー
サイクリング

8月1日
（月）

リニア中央新幹線建
設期成同盟会

8月3日
（水）

山梨県高速道路整
備促進期成同盟会

8月4日
（木）

山梨県町村議会運
営委員長会議

8月１９日
（金）　

富士東部広域環境
事務組合議会

8月22日
（月）

議員資格決定特別
委員会

8月26日
（金）

議員資格決定特別委
員会・広報常任委員会

8月30日
（火）議会運営委員会

人
口
減
少
対
策
で
の
住
宅

建
設
は

令
和
3
年
6
月
定
例
会

Ｑ
大
渡
地
区
に
建
設
予
定
で
す

が
、
予
定
地
の
農
地
制
度
、

相
続
手
続
き
な
ど
の
理
由
に

よ
り
遅
れ
て
い
ま
す
。
令
和

3
年
度
の
早
期
に
建
設
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ａ

令和４年 7月末に１棟目の定住支援住宅が完成、２棟目に
着手し入居者募集を始めました。

その結果今は

議会の考え

　完成済み定住促進住宅

あの
一般質問は今

おもな
活動



令和 4年 10 月 10 日発行（15）

山
口　
亜
希

管
理
者

社
会
福
祉
法
人　

平
成
福
祉
会　

道
志
茶
屋

お
年
寄
り
に
寄
り
添
い

憩
い
の
場
の
提
供

　

道
志
茶
屋
は
平
成
23
年
11
月
に

道
志
村
の
指
定
管
理
事
業
所
と
な

り
、
村
内
で
唯
一
の
福
祉
施
設
と
し

て
村
民
の
皆
様
に
支
え
て
頂
き
な
が

ら
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
、
毎
年
行
っ
て
い
た
納

涼
祭
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
中
止
と
な

り
地
域
の
方
と
の
交
流
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
現
在
は
食
事
イ

ベ
ン
ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
多

く
取
り
入
れ
、
利
用
者
様
・
ス
タ
ッ

フ
共
に
楽
し
く
笑
顔
で
1
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
7
月
よ
り
ご
利

用
者
様
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
個
別
で
の
機
能
訓
練
を
実

施
し
、
ご
利
用
者
様
の
健
康
と
日
々

の
生
活
に
お
け
る
自
立
能
力
の
維

持
・
向
上
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
内
唯
一
の
福
祉
施

設
と
し
て
村
内
の
お
年
寄
り
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

事
業
所
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
村
民
の
方
が
気
軽
に
立
ち

寄
り
お
茶
を
飲
ん
で
頂
け
る
よ
う
な

施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
是

非
、
近
く
に
来
た
際
に
は
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

憩いを提供するスタッフの皆さん

活躍する
団体紹介
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広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
杉
本　
孝
正

副
委
員
長　
山
口　
　
章

　
委　
員　
佐
藤　
喜
章

　
委　
員　
白
井　
勝
光

より良い学校教育を通して、
より良い地域を創る

宇宙遊泳？　

か
ら
よ
り
良
い
人
間
関
係
に
つ
い
て
、

地
域
の
方
々
に
は
太
鼓
演
奏
や
救
急
救

命
方
法
等
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
多
様
な
方
々
と
協

働
し
て
「
新
し
い
文
化
を
創
造
」
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
良
い
教
育
の
た
め
に
、

保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
の
皆
様
の

学
校
教
育
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

道
志
中
学
校
の
全
校
生
徒
は
30
名

で
、
学
校
教
育
目
標
は
、「
社
会
に
貢

献
し
な
が
ら
、
自
立
す
る
生
徒
の
育
成
」

で
す
。
先
行
き
不
透
明
な
今
後
の
社
会

を
生
き
る
生
徒
に
は
、
自
分
の
良
さ
や

可
能
性
を
見
い
だ
し
、
他
者
を
価
値
あ

る
存
在
と
し
て
尊
重
し
、
多
様
な
人
々

と
協
働
し
な
が
ら
困
難
を
乗
り
越
え
、

持
続
可
能
な
道
志
村
や
社
会
の
創
り
手

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
教
育
し
て
い

ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、「
居
心
地
良

く
、
や
る
気
の
あ
る
学
級
」
を
重
点
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
生
徒

の
満
足
度
が
高
く
、
や
る
気
の
あ
る
学

級
や
学
校
教
育
を
通
し
て
、
よ
り
良
い

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

人
や
地
域
と
の
「
絆
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
学
園
祭
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん

道志中学校　校長　杉本 賢二さん

　
暑
い
夏
も
終
り
秋
め
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
も
34
ヶ
月
を
越
し
終
息
の
兆

し
も
見
え
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

寒
く
な
る
季
節
を
迎
え
か
ら
だ
に
気

を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
９

月
定
例
議
会
に
お
い
て
は
、
令
和
３

年
度
決
算
認
定
、
令
和
４
年
第
４
回

補
正
予
算
を
可
決
し
16
日
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。議
会
広
報
委
員
会
も「
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
当
た
り
皆
様

に
興
味
を
持
ち
議
会
に
関
心
を
持
っ

て
頂
け
る
事
を
念
頭
に
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」
の
感
想
、

御
意
見
な
ど
い
た
だ
け
れ
ば
今
後
の

編
集
の
参
考
に
さ
せ
て
い
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
村
民
と
議
会
の
架
け

橋
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
山
口　
章
）

記
後
集
編

12 月
定例会

12
月
６
日
（
火
）
開
会
予
定

がんばる人
紹介


